
   

 
 

 

  

かるたで学ぶ認地笑～認知症を知る・考える・語り合う～ 

「認知症ばすけっと注１」第 2 回交流会を開催いたします 

認知症かるたを使った交流を通し、認知症を知ることで本人の気持ちを考えるきっか

けを作ります。また、日々の体験談も共有しながら語り合い、皆が笑顔になる時間を過

ごせることを目的としています。 

終了後には自由交流と個別相談も予定しております。 

1 日 時  令和 8 年 3 月 14 日（土）14 時 00 分～15 時 10 分 

（15 時 10 分以降は参加自由の交流会・個別相談会を開催します。）  

 

2 場 所  富山県立大学 富山キャンパス 教育棟 4 階 405 看護学実習室 

  

3 内 容  「いたばし認地笑かるた」での交流 

いたばし認地笑かるた：板橋区認知症支援連絡会で専門家が監修して 

作られたかるたのこと。認知症があってもなくても、お互いを認め合い

地域で暮らすみんなが笑顔になって欲しいという願いが込められてい

ます。 

 

4 参加者  認知症のご本人やご家族、専門職者等どなたでもご参加いただけます。 

        （参加費：無料、申込方法等：別紙チラシのとおり） 

 

５ その他  取材を希望される場合は、事前に上記担当者までご連絡ください。 

 

 

 

注１）「レビー小体型認知症サポートネットワーク富山（略称、DLBS 富山）」は、「認知症ばすけっ

と」に名称を変更しました。認知症の本人や家族、専門職者、一般の方々も含めて、病気やケアにつ

いて学び、情報共有しながらお互いに支え合える場づくりを目指しています。 

公立大学法人富山県立大学 

   令和 8 年 3月 1日 

担当：看護学部老年看護学講座 

教授 木谷 尚美 

電話：076-464-5410（内線 881） 

メール：dlbsn-toyama@pu-toyama.ac.jp 

富山県立大学 


